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１ 講座内でのアンケート 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪全体≫ 

20代 30代 40代 50代 60代 不明 計

女性 16人 19人 22人 15人 10人 1人 83人

男性 7人 2人 4人 6人 4人 0人 23人

計 23人 21人 26人 21人 14人 1人 106人
 

 

                      

 

 

 

   

 

  

〔20～40 代〕 70 人 66％ 

〔50～60 代〕 35 人 33％ 

〔不明〕     1 人  1％ 

《年代別（n=106）》 《性別（n=106）》 

・「働く女性のためのストレスの処方箋」 

・「心を磨く素敵なコミュニケーション」 

・「シングルマザーの子育てとお金の話」 

・「片付けパパ🄬から学ぶタイムマネジメントのヒント」 
・「女の子のためのココロとカラダのはなし」 

・「女性のためのプチ起業入門」 

・「女性のためのフレッシュアップ講座」 

・「知っておきたい災害時のトイレのはなし」 

・「男女が共にいきいきと暮らせるまちづくりを目指して」 

１ アンケートを実施した講座等 

２ 回答者数（全体・性別・年代別） 



2 
 

 
 
 
 
 

■市民・事業者・教育機関・町会・自治会や NPO 等の地域の項目ごとに一番多い意見を抜粋 

≪全体・年代別≫ 

  

・「その他」の回答 

 社会的なシステムをつくること。 
 

≪全体≫ 

・「男性の家事・育児・介護を行う意識や能力を高めること」48.1% 

 

≪年代別≫ 

■ 20～40 代 「男性の家事・育児・介護を行う意義や能力を高めること」47.1% 

 

■ 50～60 代 「個人の尊厳を傷つけることのないようハラスメント（嫌がらせ、いじめなど）

に関する問題意識を持つこと」51.4％ 

 

 

48.1%

41.5%

35.8%

47.2%

0.9%

47.1%

42.9%

40.0%

42.9%

0.0%

40.0%

42.9%

34.3%

51.4%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性の家事・育児・介護を行う意識や能力

を高めること

女性が働くことに対し、家族や周囲の理解

と協力があること

男女の地位の平等感について問題意識と自

覚をもつこと

個人の尊厳を傷つけることのないようハラ

スメントに関する問題意識をもつこと

その他

市民

全体 20～40代 50～60代

質問：今後、さらに男女共同参画を進めていくために、以下の区分ごとの取組としてどのよう

なことが必要だと思いますか。（区分ごとに、あてはまるもの２つまで選択） 
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・「その他」の回答 

 社員になれずにパートで働いていると子供の体調で仕事を休む事になると給与に支障が
出てしまう。社員（有給）手当他考えてほしい。 

 テレワークの活用。 
 

≪全体≫ 

・「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備すること」60.4% 

 

≪年代別≫ 

 20～40 代「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備すること」58.6% 

   

 50～60 代「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備すること」62.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.3%

33.0%

41.5%

60.4%

1.9%

41.4%

34.3%

44.3%

58.6%

1.4%

45.7%

28.6%

42.9%

62.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

職場での男女の雇用・昇進・待遇等の格差

をなくすための取組を行うこと

残業を減らすなど、労働時間の短縮を図る

こと

育児休業・介護休業制度を利用できる職場

環境を整備すること

既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環

境を整備すること

その他

事業者

全体 20～40代 50～60代
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・「その他」の回答 

 幼児からの習い事にも制度を設けてほしい。 

 教育システムを変えること。 

 

≪全体≫ 

・「人権尊重の立場に立った性教育の実施」56.6% 

 

≪年代別≫ 

■ 20～40 代 「人権尊重の立場に立った性教育の実施」52.9% 

 

■ 50～60 代 「生活指導や進路指導において、性別に関わらず能力を活かせるよう配慮するこ 

と」「人権尊重の立場に立った性教育の実施」62.9% 

 

 

 

 

 

 

 

53.7%

21.7%

32.1%

56.6%

1.9%

50.0%

28.6%

31.4%

52.9%

1.4%

62.9%

8.6%

28.6%

62.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

生活指導や進路指導において、性別に関わ

らず能力を活かせるよう配慮すること

教授や校長などに女性を増やしていくこと

デートＤＶ（交際相手からの暴力）の加害

者や被害者となることを防ぐための教育の

実施

人権尊重の立場に立った性教育の実施

その他

教育機関

全体 20～40代 50～60代
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・「その他」の回答 

 町会・自治会の人をターゲットに学習の場を設けては。避難所や防災には女性その他の

方々の視点が必要。 

 

≪全体≫ 

・「誰もが地域活動に参加してもらうため、活動団体の情報を積極的に発信すること」49.1% 

 

≪年代別≫ 

 20～40 代 「誰もが地域活動に参加してもらうため、活動団体の情報を積極的に発信 

すること」54.3% 

 

 50～60 代 「地域活動や行事では、性別で区別せず個人の能力や個性を活かした役割 

分担にすること」51.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.4%

48.1%

49.1%

43.4%

0.9%

38.6%

44.3%

54.3%

41.4%

0.0%

22.9%

51.4%

48.6%

42.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

住民参加の会議や役員会等に参加しやすい

よう、開催日時について考慮すること

地域活動や行事では、性別で区別せず個人

の能力や個性を活かした役割分担にするこ

と

誰もが地域活動に参加してもらうため、活

動団体の情報を積極的に発信すること

市の出前講座を活用するなど、男女共同参

画についての学習の場を設けること

その他

町会・自治会やNPO等の地域

全体 20～40代 50～60代
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≪全体・男女別≫ 

 

・「その他」の回答 

 社会的なシステムをつくること。 
 

≪全体≫ 

・「男性の家事・育児・介護を行う意識や能力を高めること」48.1% 

 

≪男女別≫ 

 女性 

・「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」47.0% 

 

 男性 
・「男性の家事・育児・介護を行う意識や能力を高めること」60.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.1%

41.5%

35.8%

47.2%

0.9%

42.2%

47.0%

36.1%

43.4%

1.2%

60.9%

21.7%

39.1%

43.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

男性の家事・育児・介護を行う意識や能力

を高めること

女性が働くことに対し、家族や周囲の理解

と協力があること

男女の地位の平等感について問題意識と自

覚をもつこと

個人の尊厳を傷つけることのないようハラ

スメントに関する問題意識をもつこと

その他

市民

全体 女 男
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・「その他」の回答 

 社員になれずにパートで働いていると子供の体調で仕事を休む事になると給与に支障が
出てしまう。社員（有給）手当他考えてほしい。 

 テレワークの活用。 
 

≪全体≫ 

・「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備すること」60.4% 

 

≪男女別≫ 

 女性 
・「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備すること」65.1% 

 

 男性 

・「職場での男女の雇用・昇進・待遇等の格差をなくすための取組を行うこと」43.5% 

・「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境を整備すること」43.5% 

 

 

 

 

44.3%

33.0%

41.5%

60.4%

1.9%

43.4%

32.5%

43.4%

65.1%

1.2%

43.5%

34.8%

43.5%

39.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

職場での男女の雇用・昇進・待遇等の格差

をなくすための取組を行うこと

残業を減らすなど、労働時間の短縮を図る

こと

育児休業・介護休業制度を利用できる職場

環境を整備すること

既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環

境を整備すること

その他

事業者

全体 女 男
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・「その他」の回答 

 幼児からの習い事にも制度を設けてほしい。 

 教育システムを変えること。 

 

≪全体≫ 

・「人権尊重の立場に立った性教育の実施」56.6% 

 

≪男女別≫ 

 女性 

・「人権尊重の立場に立った性教育の実施」53.0% 

 

 男性 

・「人権尊重の立場に立った性教育の実施」69.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.7%

21.7%

32.1%

56.6%

1.9%

51.8%

24.1%

36.1%

53.0%

2.4%

60.9%

13.0%

13.0%

69.6%

0.0%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

生活指導や進路指導において、性別に関わ

らず能力を活かせるよう配慮すること

教授や校長などに女性を増やしていくこと

デートＤＶ（交際相手からの暴力）の加害

者や被害者となることを防ぐための教育の

実施

人権尊重の立場に立った性教育の実施

その他

教育機関

全体 女 男
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・「その他」の回答 

 町会・自治会の人をターゲットに学習の場を設けては。避難所や防災には女性その他の

方々の視点が必要。 

 

≪全体≫ 

・「誰もが地域活動に参加してもらうため、活動団体の情報を積極的に発信すること」49.1% 

 

≪男女別≫ 

 女性 

・「誰もが地域活動に参加してもらうため、活動団体の情報を積極的に発信すること」55.4% 

 

 男性 

・「地域活動や行事では、性別で区別せず個人の能力や個性を活かした役割分担にすること」

47.8% 

 

 

 

 

 

 

 

26.4%

48.1%

49.1%

43.4%

0.9%

25.3%

47.0%

55.4%

43.4%

1.2%

21.7%

47.8%

39.1%

34.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

住民参加の会議や役員会等に参加しやすい

よう、開催日時について考慮すること

地域活動や行事では、性別で区別せず個人

の能力や個性を活かした役割分担にするこ

と

誰もが地域活動に参加してもらうため、活

動団体の情報を積極的に発信すること

市の出前講座を活用するなど、男女共同参

画についての学習の場を設けること

その他

町会・自治会やNPO等の地域

全体 女 男
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創価大学ワークショップアンケートにおける自由記述 

 

 

 

 

家庭 

・家庭内での分担について自分の家庭を振り返り、性別に偏りがないようにしていきた

い。自分の身近にある出来事を当たり前と思わずにもう一度見直したい。 

・自分が家庭を築いた時に、性別関係なく家事育児をどう分担するかを考えること。 

・自分が子育てするようになったら、ジェンダー観について夫婦で話し合いたい。 

・将来、自分の子どもの将来への影響を考えて、夫婦で協力して楽しく「お手伝い」を身

に付けさせ、家庭の性別役割分担の垣根を減らしたい。 

学校 

・友人や身近な人に男女共同参画社会の実現が必要であることを共有したい。 

・学校や職場における男女共同参画の課題について気付いていないと感じた。物事への意

識を高めて生活したい。 

地域・ 

社会 

 

・自分自身、地域の状況をあまり把握していないと感じた。地域の活動に積極的に参加し

て、社会の状況を知る姿勢を作りたい。 

・身近な八王子市にも着目して調べていきたい。 

・アルバイトの労働環境等への意識をさらに高めたい。 

・就職活動においても、企業の働き方や人を見るという点が大切ということを改めて感じ

た。 

・企業の様々な制度について調べてみたい。 

その他 

・フラットな視点から捉えていくことを実践したい。 

・無意識のうちにしていた行動に気づくように意識して行動する。 

・物事を放って置かずに話すことを心掛ける。 

・自己解決できることは自分で行う努力をして、知らないことを自分で学ぶことを大切に

したい。 

・男女共同参画を否定的に捉えず、自分の周りで良い点を見つけることが、今後の社会の

明るさに繋がると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ワークショップ全体を通じて、ご自身の生活の中で実践してみようと思ったこと 【抜粋】 
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家庭 

・家庭内の性別役割分業や、育休・産休に対する意識。 

・家事をする男性はどれくらいいるのか。 

・共働きでの家事分業の状況、男性が家事をしない理由（性別役割分担意識以外で）。 

・男性に焦点を当て、男女共同参画が進んできた点・課題点について。 

・本当の意味で平等に扱われるライフスタイルとは具体的にどんなものか。 

・共働きで働きたいと思っていても、収入面で男性に頼ることになるだろうし、男性

から専業主夫になりたいと言われたら悩む女性は多いのか、それにはどんな背景が

あるのか。 

学校 

・学校では男女共同参画や性別役割についてどんな教育がされているのか。また、社

会変動に伴ってどんな工夫がされているのか。 

・教育機関において、評価されている男女平等に向けた取組の例。 

地域・ 

社会 

・職場における待遇の男女格差は実際にどうなっているのか。 

・今は学生で周りから守られているため男女格差を感じないが、社会人になった時、

家庭を持った時にどんな男女差別を受ける可能性があるのか。 

市 

・男女共同参画における現在の取組内容、どのような効果または改善点があるのか。 

・今後、男女共同参画推進条例についてどう市民に伝えていくのか。 

その他 

・SOGI などの第三の性について、必要な対策や配慮。 

・現代の若者の、ジェンダーや男女共同参画についての考え。 

・すでに社会に出ている若い世代が、男女共同参画についてどう思っているのか。 

・男女共同参画社会の実現に向け、学生はどのような行動を徹底していくべきか。 

・ジェンダー・ギャップ指数の順位が高い国の政策や歴史の変遷。 

 

  

2 ワークショップ全体を通じて、より詳しく知りたいことがあればお書きください。（自由記述） 

【抜粋】 
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